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総合的な学習とキャリア教育に関する一考察
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Summary

Youngmeetandpart一七imejobberareincreasing,becausetheemploymentsystem

ischangedbythecomingofaglngsocietywithfewerchildrenandthechangeof

structureofeconomyandindustry.TheMinistryofEducation,Culture,Sports,

ScienceandTechnologytakesthissituationseriously,andbeginstoattemptthe

enhancementofthecareereducation.Thispaperinvestigatesand analyzes

currentstatusofcareereducationinelementaryschoolandjuniorhighschool.

Theresultsshowedthatalthoughchildrenandstudentsrecognizedthemeritof

vocationaltraininglnCareereducation,theywerenotquitesatisfiedwiththe

lengthoftrainingtimeandthekindofoccupationtheycanchoose.Furthermore,

theresultrevealedthatconsecutivecareereducationfrom theelementaryschool

tothejuniorhighschoolwasnotcarriedoutverymuch.Weproposedtheuseof

integratedstudyincommonwithelementaryschoolandjuniorhighschooland

exploredtheidealwayofthecareereducationintheelementaryschool.

要約

少子高齢化社会の到来や経済及び産業の構造変化によって雇用形態が流動化 し,若者の

フリーターやニー トが増加 している｡ これを受けて文部科学省 もキャリア教育の充実を図

り始めている｡ 本研究では,現在の小 ･中学校のキャリア教育の実態を調査するとともに

分析を行った｡その結果,児童 ･生徒は,学校がキャリア教育の一環として実施している

職場体験学習に対 して意義あるものと捉えてはいるものの体験時間や職種に不満を抱いて

いること,また,小学校から中学校への連続したキャリア教育が殆ど実施されていないこ

となどが明らかになった｡そこで,小 ･中学校に共通な総合的な学習の時間の活用を提案

するとともに,小学校でのキャリア教育であり方を探る実践を行った｡

*長崎大学教育学部 **束大阪市立孔衛東小学校
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はじめに

少子高齢社会の到来,産業 ･経済の構造的変化及び雇用形態の多様化 ･流動化などを背

景として,雇用についての不透明さが増し,若者たちの職業選択をめぐる環境は大きく変

化してきている｡ このため,フリーターやニートが増大し,若者の勤労観 ･職業観の未成

熟さや,彼らの社会人,職業人としての基礎的 ･基本的な資質 ･能力の不十分さが指摘さ

れている｡ この状況を改善するためには,子どもたちが,明確な目的意識を持って日々の

学業生活に取り組み,将来の自分の姿を明確に思い描く態度を身につけることが重要とな

る｡ また,激しい社会の変化に対応し,主体的に自己の進路を選択 ･決定できる能力や確

固たる勤労観,職業観を身に付ける必要もある｡

このような状況を踏まえて,文部科学省は,勤労観や職業観を育むキャリア教育の充実

の必要性を指摘 し始めている(1)｡この中で,キャリア教育を ｢児童一人一人のキャリア発

達を支援し,それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲 ･態度や能

力を育てる教育｣として規定している｡ そして,学校の教育活動全体を通じて,児童 ･生

徒の発達段階に応じた小学校段階からの組織的 ･系統的なキャリア教育の推進が必要であ

るということも指摘している｡ そして,その試みとして,平成 16年度には小学校･中学校･

高等学校を通じ組織的 ･系統的なキャリア教育を行うための指導方法 ･指導内容の開発等

を行う ｢キャリア教育推進地域指定事業｣,平成 17年度には地域の教育力を最大限に活用

したキャリア教育の推進を図るための調査研究の ｢キャリア教育実践プロジェクト｣を実

施した｡

一方,学校教育は,平成 10年の学習指導要領の改訂により,｢生きる力｣の育成を目指

すことになった｡このために,地域や学校,児童生徒の実態等に応 じて,横断的 ･総合的

な学習や児童の興味 ･関心等にもとづく学習など創意工夫を生かした教育活動を行う時間

として ｢総合的な学習の時間｣が創設された｡これに従い,児童生徒は,自然体験や社会

体験,観察 ･実験,見学 ･調査などの体験的な学習,問題解決的な学習をすることとなっ

た｡この ｢総合的な学習の時間｣のテーマとしては,｢国際理解,情報,環境,福祉 ･健康｣
が取り上げられ,多くの小 ･中学校においてこれらに関する学習が実践されている｡

しかし,児童生徒の職業意識を高めるための ｢キャリア教育｣をテーマにした ｢総合的

な学習の時間｣の実践は少ない｡これからの社会を生きる子どもたちが,身につけなけれ

ばならない能力や判断力を,体験を通して学ぶためには,｢総合的な学習の時間｣における

キャリア教育の促進がなければならない｡

そこで,本研究では,｢総合的な学習の時間｣におけるキャリア教育の在り方を追及した

いと考えた｡

1 ｢総合的な学習の時間｣の意義と長崎県の実態

総合的な学習の時間のねらいとしては,次の4つが挙げられている｡

(1) 自ら課題を見つけ,自ら学び,自ら考え,主体的に判断し,よりよく問題を解決

する資質能力を育てること｡

(2) 情報の集め方,調べ方,まとめ方,報告や発表 ･討論の仕方などの,学び方やも

のの考え方を身に付けること｡

(3) 問題の解決や探求活動に主体的,創造的に取 り組む態度を育成すること｡
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(4) 自己の生き方についての自覚を深めること｡

これらのねらいを達成するために,学習指導要領に例示された学習がある｡ そこで,長崎

県下の小 ･中学校における総合的な学習の時間の実施状況を県のデータをもとに実施率が

高い順にまとめたものが,表 1である｡

表 1 長崎県で取り組まれている課題

順位 小学校 (400校) 中学校 (197校)

1 国際理解 職業学習

2 情報 地域の文化

3 福祉 .健康 福祉 .健康

4 環境 (エコ) 平和学習

(調査時期 :平成 16年 3-4月)

表1に示されているように,小学校では国際理解をテーマにした取 り組みが,中学校で

は職場体験などの職業学習が最 も多 く実践されている｡ 平成 14年度に完全実施されてか

ら5年間が経過 した｡この総合的な学習の時間に対する社会の評価はどのようなものなの

であろうか｡朝 日新聞が保護者や教員から得られた回答をまとめている｡ それを図 1とし

て示す｡

恒 とて もよい と思 う Ejま あ よい と思 う 囚 あ ま L,よし､と思 わ な い Ej ま -た くよい と思 わ な い 口 無 答 -不 可

′卜学 生 保 言隻者中 学 生 保 言葉者教 員 (全 体 )教 員 (小 学 校 担 任 )教 員 (中 学 校 担 任 )教 育 長 10,6 =l■. -.63.2..-_- :..■:L+++@/+A::46.3 bトP

5.71.I- ....57.2.∴ ∴~二V:++++++++/++1瑚 8.0

9.5_-l .̀:47.1. I..:L:++++++++++++/++++/A..:43.

8.招 -■.35.:4_. ..∴L+/+/++++++++++++++//++A:.II::.jI:蕪::.II1.

･_-幻..4 仁 .... ,.57.-5.... ,二.-.ト:+++++++112,

(注):数字はその回答が占める割合 2006年6月19日付 朝日新聞

図1 ｢総合的な学習の時間｣についての評価

図 1から分かるように,小 ･中学校の保護者等は,総合的な学習を肯定的にとらえてい

る｡ しかし,中学校教員の意見は,半数以上が否定的であり,総合的な学習の時間の充実

に向けたキーポイントになっている｡
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2 キャリア教育の充実が強調される背景

子どもたちの進路選択の環境が激変しつつあることはすでに並べた｡その結果として,

平成4年に101万人だったフリーターは,平成 14年には209万人,平成 17年には217万人

になっている｡ また,学業にも仕事にもつかないニー トは,現在 52万人と推定されている｡

長崎県においてもフリーターが25,000人以上,ニー トが5,000人にも上がっている｡

この状況のもとでキャリア教育の必要性が論じられているのである｡ この中で,次の事

柄が取 り上げられ,検討が加えられた｡

① 学校から社会-の移行をめぐる課題

○ 就職 ･就業をめぐる環境の変化

○ 若者の勤労観,職業観や社会人 ･職業人としての基礎的 ･基本的な資質をめぐる課

題

② 子どもたちの生活 ･意識の変容

○ 精神的 ･社会的自立が遅れ,人間関係をうまく築 くことができない,自分で意志決

定ができない,自己肯定感を持てない,将来に希望を持つことができない,進路を

選ぼうとしないなど,子どもたちの生活 ･意識の変容

○ 高学歴社会におけるモラトリアム傾向が強くなり,進学も就職もしなかったり,進

路意識や目的意識が希薄なまま ｢とりあえず｣進学したりする若者の増加

そして,キャリア教育を進めるにあたっての基本的な用語が,まず明確にされた(2)｡

｢キャリア｣と ｢キャリア教育｣については,次のように述べられている｡

｢キャリア｣

個人が生涯にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖及びその過程における自

己と働 くこととの関係付けや価値付けの累積

｢キャリア教育｣

児童生徒一人一人のキャリア発達を支援 し,それぞれにふさわしいキャリアを形

成していくために必要な意欲 ･態度や能力を育てる教育

また,学校教育におけるキャリア教育のねらいとして,次のことが挙げられている｡

○ 子どもたちが ｢生きる力｣を身に付け,明確な目的意識を持つこと

○ 激しい社会の変化に対応し,主体的に自己の進路を選択 ･決定できる能力やしっか

りとした勤労観,職業観を身に付けること

○ それぞれが直面する様々な課題に柔軟にかったくましく対応 し,自立すること

これらのねらいが,総合的な学習の時間のキャリア教育の中で達成されていく必要があ

る｡ また,このねらいは,生きる力の育成にも欠かすことができない｡その意味で,キャ

リア教育は,総合的な学習の時間の特性を生かして行うことが必須となる｡

3 長崎県におけるキャリア教育

総合的な学習の時間とキャリア教育の関連については上で述べたが,文部科学省も総合

的な学習の時間におけるキャリア教育の充実を強く指摘 している｡そこで,その充実に向

けた考察を行うために長崎県下の実践例を調査 した｡その中の特徴的なものを次に紹介し

たい｡
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① A中学校の実践

キャリア教育は教科や道徳,特別活動など教育活動全体を通して行うものだととらえ,

A中学校では ｢特別活動｣の時間を使って3年間を通 したキャリア教育を行っている｡

第 1学年の ｢自分を知る｣学習活動から,スター トする｡ まず,壁徒は,教師が作った

質問項目に答えることで自分のよい所や能力,特質を改めて知 り自己分析をする｡ そし

て,第2学年からは,職業についての具体的な調査を行っていく｡ この学習は,(∋学ぶ

ことの意義や目的を考えよう-(参将来の希望を持とう-③働 く人々に学ぼう-④職業の

内容を調べよう-⑤ WorkWork発表会-⑥進路計画を立てよう (全て各 1時間ずつ)と

いう流れに沿って進められている職場体験学習は行われていない｡その理由は,校区を

持たないため事業所の受け入れなど地域の協力を得ることが難しいということである｡

県下の中学校では,この特別活動の時間を利用 した形は少ない｡

② B中学校の実践

B中学校では,総合的な学習の時間を活用 した3年間を通じたキャリア教育を行って

いる｡ 第 1学年が ｢自分を知る｣,第2学年が ｢職業の世界｣,第3学年が ｢自己の将来

を見つめる｣というテーマで進められる｡ 第2･3学年で実施する ｢職場体験学習｣は,

｢総合的な学習の時間｣を利用して7月の1･2週目あたりに実施されており,生徒にとっ

て大変価値ある体験活動ととらえられている｡ 生徒たちは第 1学年で,職場訪問 ･見学

を体験 し,第2･3学年では,準備を行う事前指導 (3時間程度)-3日間の職場体験

(1日6時間×3日間)一振 り返 りやお礼状作成を行う事後指導 (1-2時間程度)とい

う形で体験活動をする｡ また,職場体験学習中の生徒の様子やワークシー ト,生徒を受

け入れた事業者にも評価を依頼 しており,それらを活動の評価の材料にしている｡ この

総合的な学習の時間を活用 したキャリア教育を行っている中学校は多い｡

このように,行われている時間や方法は異なるが,系統的に創意工夫を凝らした活動が

みられる｡ 中でも,職場体験学習が,キャリア教育の充実に大変意義ある体験活動だとと

らえられている場合が多い｡そこで,｢総合的な学習の時間｣において重視されている体験

活動としての職場体験学習を詳しく調査することにした｡

4 職場体験学習のねらい

職場体験学習とは,生徒が事業所などの職場で働 くことを通 じて,職業や仕事の実際に

ついて体験 したり,働 く人々と接したりする学習活動をいう｡ 職場体験やインターンシップ

等の体験活動は,職業や仕事の可能性や適正の理解,自己有用感の獲得,学ぶことの意義

の理解と学習意欲の向上等,様々な教育効果が期待される｡ 職業に関わる体験は,｢働 く

こと｣と疎遠になりがちであった学校教育の在 り方を見直し,今,教育に求められている

｢学ぶこと｣や ｢働 くこと｣,｢生きること｣の尊さを実感させる具体的な実践の場となって

いる｡ 特に,中学校における職場体験学習は,小学校での街探検,職場見学等から,高等

学校でのインターンシップ等へと体験活動を系統的につなげていく意味において,重要な

役割を持つと考えられる｡

また,職場体験学習は,体験を重視 した教育の改善 ･充実を図るためや,勤労観,職業

観の育成のためだけの活動でなく,児童生徒の人間形成や,学校 ･地域 ･家庭の資質の向

上など様々な教育的効果も期待できる｡ しかし,職場体験学習の高い効果が期待されてい
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る一方で,職場体験学習が進路指導の代表的な取 り組みの行事 として単発的に完結 してし

まい,その実施方法や内容の意味づけが十分に生徒に理解されないという批判 も存在 して

いる｡

5 職場体験に参加 した生徒を対象とした調査

キャリア教育の一つの形 としての職場体験学習を考えるにあたって,生徒が職場体験を

どのように感 じているかを把握する必要がある｡ このために協力頂けるC中学校 とD中学

校で調査を行った｡

○ 調査対象 :長崎市内の中学校 :2校 〔生徒数計 :284名〕

○ 調査時期 :2005年 11月

○ 回収率 :100%

○ 調査内容 :参考資料 として添付 した調査用紙にも示 したように,職場体験学習で体

験 した仕事内容,感 じたこと,職場体験学習の改善点を聞 く内容となっている｡

まず調査対象 となった2中学校の職場体験学習の概要を表2として示 したい｡

中学校項目 C中学校 D中学校

行っている時間 総合的な学習の時間 総合的な学習の時間

行っている学年 第2学年 第2学年

依頼事業所数 46箇所 30箇所

期間 (1日あたり) 3日間 (6時間) 2日間 (6時間)

派遣人数 3人 2-5人以上

職業選択 .依頼の方法 生徒から希望職職種 を聞 き, 生徒達自身が興味 .関心のある

教師が受け入れ可能な事業所 事業所先を選び,自ら依頼の電

を確保 し生徒の体験先が決定 話をして体験できる事業所を確

する○ 依頼は,生徒が電話 と 保する○ その後,直接訪問も行

直接訪問によって行う○ う ○

事前指導 .事前学習 オリエンテーションのみ オリエンテーション .職業 .礼儀に関する講話 .調べ学習

教材 職場体験学習の手引き ワークシー ト.生徒のノー ト

引率者 引率者なし○受け入れ事業所 引率者あ り ○ 生徒の職場体験時

を巡回する○ には,学校で待機 している○

事後指導 .事後学習 事業所毎に生徒を集め指導を 事業所毎に生徒を集め指導を行

行 う○ まとめたことを発表す う○ ワークシー トにまとめ発表

表2 C中学校とD中学校の職場体験学習の比戟

C中学校 とD中学校では,事前指導 ･事前学習,職業選択の方法に差が見 られるが,

職場体験学習の意義については,表 3に示すように両校 ともにその差は表れなかった｡
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両校ともに職業を知るに役立ったと答えた生徒が7割台に止まっている点は,キャリア教

育の観点からいえば改善する必要がある｡

次に,職場体験学習で生徒たちが感じたことを挙げてもらった結果を表4に示している｡

ここに示されているように,両中学校の生徒は,ともに働くことの大変さ,挨拶や言葉

表3 職場体験学習が役立ったこと

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
C中学校 D中学校 C中学校 D中学校

①職業を知ること 102 108 76 72

(∋職業を選ぶこと 19 38 14 28

(彰わからない ll 4 8 3

表4 職場体験学習で感じたこと

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
C中学校 D中学校 C中学校 D中学校

(手仕事に必要な技術 31 42 23 28

②働くことの楽しさ 71 63 53 42

(彰働くことの大変さ 118 129 87 87

④仕事に関する勉強の必要性 25 44 19 30

G)挨拶や言葉使いなどの礼儀作法 100 80 74 54

⑥時間を守ることの大切さ 71 40 53 27

(∋きちんとした身なりの大切さ 38 37 28 25

⑧人間関係の大切さ 59 50 44 34

⑨学校と社会との違い 50 54 37 36

表5 もう一度職場体験をしたいという希望

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
C中学校 D中学校 C中学校 D中学校

①あり 110 128 81 86

②なし 24 21 18 14

③無回答 1 0 1 0

遣いなどの礼儀作

演,働 くことの楽し

さなどと感じたと半

数以上が答 えてい

る｡

続いて,再度の職

場体験学習の希望を

聞いた｡その結果が

表5である｡

表5に示されてい

るようにC中学校,

D学校の生徒 とも

に,8割以上の多く

の生徒がもう一度体

験したいと望んでい

る｡ これは,彼らの

意欲や関心の高まり

と受け取ることがで

きる｡

さらに,職場体験

学習の改善点を聞い

た｡その結果が表6

である｡

表 6に示す よう

に,C中学校,D中

学校とも,今のまま

でいいという回答が

最 も多い｡しか し,

その期間や体験した

職業-の不満の改善

を求める声 も多い｡

この不満を表す場と

して自由記述が使わ

れている｡ その中に

は,期間に関して｢短
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表6 職場体験学習の改善点

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
C中学校 D中学校 C中学校 D中学校

(∋時期 4 8 3 5

②期間 38 43 28 29

(彰選択方法 7 13 5 9

④職業の種類 21 35 16 23

(参今のままでいい 67 58 50 39

⑥その他 1 1 1 1

く感 じた｣,｢もう少

し体験 したかった｣

な どの 回答 が見 ら

れ,職場-の配当に

関 しては,｢職種 を

選ぶ際に自分の希望

する職業,興味のあ

る職業が なかった｣

｢第一希望の職業 を

体験で きなかった｣

などの回答が多 く見

られた｡

6 小 ･中学校の教員を対象とした調査

キャリア教育の充実の鍵 を撞る要因の一つに教員の 意識がある ｡ そこで,小 ･中学校の

教員を対象 として総合的な学習の時間とキャリア教育 に関する意識調査を 行 っ た｡

○ 調査対象

長崎市内の小学校 :38校

長崎市内の中学校 :18校

計 :56校

○ 調査時期

2005年4月～5月

○ 回収率

長崎市内の小学校 :64%

長崎市内の中学校 :58%

○ 調査内容

参考資料 として添付 した調査用紙にも示 したように,職場体験学 習の実 施状 況,

実施のシステム,キャリア教育との関連を聞く内容となっている ｡

まず,職場体験学習の実施について聞いた結果が表 7である｡

表7 職場体験学習の実施

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
中学校 小学校 中学校 小学校

①行っている 19 1 100 3

(∋行っていない 0 37 0 97

知っているかどうかを聞いた結果が表 8である｡

このように,職場体験学習

は,回答のあった長崎市内の

中学校全てで実施されている

が,小学校ではほとんど行わ

れていない｡

また,文部科学省が提示 し

ているキャリア教育の内容を
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表8 キャリア教育の浸透

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
中学校 小学校 中学校 小学校

(∋知っている 12 25 63 65

(参知らない 6 12 32 32

(彰無回答 1 1 5 3

表9 キャリア教育の一環としての体験学習の展開

選 択 肢 回答者数 (名) 割合 (%)
中学校 小学校 中学校 小学校

①今後 も実施 14 3 73 8

(参実施する予定はない 1 9 5 24

③わからない 2 19 ll 50

(彰その他 0 5 0 13

(9無回答 2 2 ll 5

ここに示 されているよう

に,文部科学省提示のリーフ

レットの内容を知っていると

答えた中学校,小学校の教員

はどちらも全体の約 6割程度

であった｡

さらに,総合的な学習の時

間を活用 したキャリア教育に

ついて聞いた結果が表9であ

る｡

この表が示すように,キャ

リア教育の一環としての体験

学習は,中学校教員の7割以

上が今後 も実施 したいと回答

している｡ しかし,小学校教

員は,実施する予定がないが

2割5分,分からないが5割

を占めていた｡これは,小学校段階の総合的な学習の時間にキャリア教育が十分に組み入

れられていないことを示 している｡

これらの結果から,総合的な学習の時間の趣旨を再度理解 し,職場体験学習を児童 ･生

徒の自主性の向上に役立つよう十分な時間をかけて展開し,彼 らがキャリア教育の目標に

沿った意識を持てるようにすることが必要であると判断した｡この判断は,小 ･中学校通

じて行えることや,学習を系統的に組み立てることができるのは,｢総合的な学習の時間｣

が最適であると考えたからである｡

7 小学校第4学年における応じたキャリア教育の提案

上述 した調査結果をふまえ,小学校段階におけるキャリア教育を構想 した｡著者が担任

する小学校第4学年を対象としている｡

キャリア教育を推進 していく上で重要なことは,社会的自立 ･職業的自立が,児童生徒

の発達課題の達成と深 くかかわるということである｡ 文部科学省の ｢児童生徒の職業観 ･

勤労観を育む教育の推進について｣においては,小学校段階での職業的 (進路)発達の段

階が次のように示されている｡

･自己および他者-の積極的関心の形成 ･発展

･身の回りの仕事や環境への関心 ･意欲の向上

･夢や希望,あこがれる自己イメージの獲得

･勤労に重んじ目標に向かって努力する態度の形成

これを,踏まえた上で,キャリア教育の実践がなされなければならない｡つまり,児童

ひとり一人にとって職業を身近に感 じ,それに対 して自分をどのように変えていくかを考

えることがまず必要となる｡
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そこで,著者が担任 している学級の児童を対象として次のプロセスでキャリア教育を試

みた｡体験活動は,学校の方針として実施できないため,教室での学習中心となっている｡

① 自分の興味が仕事になることを説明する｡(新聞記事使用)

② 自分のなりたい仕事を考える｡(資料の収集,インターネットの使用)

③ 職業調べをする｡(夏休みを利用 し,家族にも聞く)

④ 職業を紹介 した著書を読破する｡

(む 担任の夢と今を話す｡

(む ｢将来の夢｣の作文を書 く｡

(∋ 職業に就いたときの写真を作る｡

⑧ ｢半分成人式｣で将来についての発表を行う｡

これらは,全て総合的な学習の時間を活用 して行った｡全ての児童は,積極的に参加 し,

楽 しい学習となった｡この学習における児童の代表的な反応を挙げると次のようになる｡

O ｢将来なりたい夢がない｡｣と言っていた児童が,｢今の自分の興味のある事を将来

の夢にしたい｣とペットショップの店貞さんと思い描いた｡

○ 代々続 く大工の仕事をしたいと言っていた児童が,父親や祖父の仕事の話をインタ

ビューし,仕事の内容や父親の気持ちを知ったことでさらにその想いを深めた｡

○ スーパーのレジの店員さんになりたいと言っていた児童が ｢いつも買い物に行った

時にレジの店員さんのあ りがとうの言葉 とその笑顔に元気 をもらっている｡そこ

で,自分も同じように元気をあげられるような店員さんになりたい｣と生活の一場

面から素直に感 じたことを表現できるようになった｡

○ 学校図書の資料では見つけにくかった,白バイ隊員のバイクや装備を,インターネット

で調べだし,『警察官としての将来の自分』の絵を措 くのに必要な資料を自ら用意す

ることができた｡

このように,児童は,それぞれの活動に対 し,興味関心を持って取 り組むことができて

いた｡ しかし,どの桂度,児童の考え方に影響を与えたかについては測定するすべを持た

ない｡ただ,学習中の彼 らは自主的に活動 し,いつもよりも生き生 きとしていた｡職業に

ついての意識を身近とするためには,このような積み重ねが必要であると判断している｡

その反面,小学校段階におけるキャリア教育の難 しさも感 じた｡それは,夢の実現という

だけですまされない現実とのギャップをどのように克服するかということである｡

おわりに

キャリア教育と総合的な学習の時間の結びつきを考えるとともに,小 ･中学校でのキャ

リア教育の実態を調査 し,現在の状況を把握 した｡その上に立って,小学校第4学年での

キャリア教育を試みたが,十分に納得のいくものは,得られなかった｡児童が,徐々にで

はあるが,着実に職業を考えることができる小学校 6年間を通 したカリキュラムの編成が

必要であ り,今後,職場に児童が出向 くことも含めた学習活動の展開を考えていきたい｡
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資料 1:C中学校とD中学校の生徒に行った職場体験学習に関するアンケー ト調査

職場体験学習に関するアンケー ト調査

最も当てはまる選択肢を一つ選び○をつけてください｡

1. あなたは? 1.男 2.女

2. あなたは現在何年生ですか?

〔 学年〕

3. 職場体験学習を行ったのは何年生のときですか?

〔 学年〕

4. どのような職業を体験しましたか?

1.農業 2.漁業 3.技術職 (例 :修理 ･製造) 4.建築 ･土木関係 (例 :大工)

5.電気 ･電子関係 (例 :発電所) 6.教育職 (例 :学校 ･幼稚園)7,調理 ･調理補助

8.販売 ･接客業 9.一般事務職 10.出版 ･編集(例 :新聞社)

ll.医 ･歯 ･薬関係 12.介護 ･保育 13.理容 ･美容関係

14.配送 15.公務員(例 :警察 ･消防 ･郵便局)〔 〕

16.その他 〔 〕

5. 職場体験学習でどのような体験 (仕事の内容)を教えてください｡

[ ]

6. あなたは職場体験学習でなぜその職業を選んだのですか?

1.興味があったから｡

2.学校側で決められていた｡

3.興味のある職業がなかったから仕方なく｡

4.その他 〔 〕

7, 職場体験学習で感 じたことはなんですか? (複数回答可)

1.仕事に必要な技術 2.働 くことの楽しさ 3.働 くことの大変さ

4.仕事に関する勉強の必要性 5.挨拶や言葉遣いなどの礼儀作法

6.時間を守ることの大切さ 7.きちんとした身なりの大切さ

8.人間関係の大切さ 9.学校と社会との違い

10.その他 〔 〕

8.職場体験学習は何に役立ったと思いますか?

1.職業を知るのに役立った｡

2.職業を選ぶのに役立った｡

3.わからない

4.その他 〔 〕

9.職場体験学習をもう一度体験してみたいですか?

1.そう思う 2.そう思わない

10.職場体験学習をすることであなたの将来なりたいと思っていた職業に変化がありましたか?

1.変化はない 2.変化があった

ll.職場体験学習でもう少し改善すればいいと思った点は何ですか?

1.時期 2.期間 3.選択方法 4.職業の種類

5.今のままでいい 6.その他 〔 〕

12.その他､何か感想等があれば教えて下さい｡
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資料2:長崎市内の小 ･中学校 の教員に行 った職場体験学習 に関するア ンケー ト調査

職場体験学習に関するアンケー ト調査

ご回答に際しては該当する選択肢の番号に一つ○をつけてください｡

貴校の名前を教えて下さい｡

【 】小学校 【 】中学校

Ⅰ:貴校の規模についてお伺いします｡

① 学級数 〔 〕クラス ②生徒数 〔 〕名 ③教員数 〔 〕名

Ⅲ:職場体験学習などのキャリア教育に関する位置づけについてお伺いします｡

④職場体験学習を行っていますか? 1.行っている 2.行っていない

《④で 1に○つけた方にお伺いします｡》

④-1職場体験学習とキャリア教育との関係についてお知らせ下さい｡

1.キャリア教育の一環として重視 している｡

2.総合的な学習の時間としてとらえている｡

3.総合的な学習の時間やキャリア教育の関連はあまり考慮していない｡

4.その他 〔 〕

(彰-2職場体験学習の意義をお知らせ下さい｡(最も重視 しているものに○をつけてください｡)

1.実際的な知識や技能の学習

2.学校での学習と職業との関係の理解が深まること

3.望ましい勤労観 ･職業観の育成

4.保護者や教師以外の大人と接することによるコミュニケーション能力等の向上

5.その他 〔 〕

⇒職場体験学習等を行っていない学校(Ⅱ-④で 2と回答された学校)においてはⅣの回答欄からお願いし

ます｡

Ⅲ :職場体験学習の具体的な流れ ･生徒の様子についてお伺いします｡

①職場体験学習を行っているのは何の時間ですか?該当するものすべてに○をつけてください｡

1.各教科 〔教科名 : 〕 2.特別活動 3.総合的な学習の時間 4.その他 〔

②何学年で行っていますか? 〔 学年〕

③いつの時期に行っていますか?該当するものに○をつけた上でさらに具体的な月もお答えください｡

1.1学期 〔 月〕 2.2学期 〔 月〕 3.3学期 〔 月〕

4.夏休みなどの長期休暇 5.修学旅行 6.その他 〔 〕

④何 日間行っていますか?

1.半日 2.1日 3.2日 4.3日 5.その他 〔 〕

⑤一目あたりの実習時間はどのくらいですか? 〔 〕時間

⑥ 職場体験を依頼している事業所はいくつありますか? 〔 〕箇所

⑦職場体験を依頼 しているのはどのような機関 ･事業所ですか ?該当するものすべてに○をつけてくださ

い｡さらに､選択肢にない職種 ･地域独 自の事業所があればその他の欄にご記入ください｡

1.農業 2.漁業 3.技術職 4.建築 ･土木関係 5.電気関係 6.教育職 7.調理 ･調理補助

8.販売 ･接客業 9.一般事務職 10.出版 ･編集 11.医 ･歯 ･薬関係 12.介護 ･保育

13.理容 ･美容関係 14.現場作業 15.配送 16.軽作業 17.公務員 〔 〕 18.その他 〔 〕

⑧一事所について何人の生徒を派遣 していますか?

1.1人 2.2人 3.3人 4.4人 5.5人以上
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実施前

①生徒の体験する事業先をどのように決定していますか?

1.学校側が指定する｡

2.事業所のリス トを配 り､希望を聞き希望通 りの事業所に行くことができる｡

3.事業所のリス トを配 り､希望を聞くがあまり希望通 りに行かない場合がある｡

4.生徒達自身が興味 ･関心のある事業先を探 してきて自ら依頼 し決定していく｡

5.その他 〔 〕

②事業先-の依頼の方法についてお知らせ ください｡

1.生徒に一任 している｡ 2.教師がすべて行 う｡ 3.教師 ･生徒が連携 して行 う｡4.その他 〔 〕

③事業所に依頼をするのはいつ頃ですか?

1.前 日～一週間前 2.1週間前～1ケ月前 3.1ケ月前-2･3ケ月前 4.2･3ケ月前～半年前

5.その他 〔 〕
(動依頼はどのような形で行っていますか?

1.電話 2.FAX 3.直接訪問 4.手紙 5.その他 〔 〕

⑤依頼を受け入れてくれた企業先に学校側から何か条件や指定したことはありますか?

1.ある 2.ない

⑥⑤であると答えた方におたずねします｡

どのようなことを事業所に対 し体験の条件や指定内容 としていますか?該当するものすべてに○をつけ

てください｡

1.仕事内容 2.体験実習時間 3.服装 4.報酬の有無 5.その他 〔 〕

⑦学校側に依頼を受け入れてくれた企業先から何か条件や指定されたことはありますか?

1.ある 2.ない

⑧⑦であると答えた方におたずねします｡

どのようなことを事業所から体験の条件や指定内容とされていますか?該当するものすべてに○をつけ

てください｡

1.仕事内容 2.体験実習時間 3.服装 4.報酬の有無 5.その他 〔 〕

⑨職場体験学習の実施前に生徒に行 う指導について該当するものすべてに○をつけてくだ

さい｡

1.オリエンテーションのみ 2.仕事 ･職業に関する講話等 3.何も行っていない

4.その他 〔 〕

⑩職場体験学習を行 う上で学習カー ドやワークシー トを作っていますか?該当するもの

すべてに○をつけてください｡

1.学習カー ト ワークシー トのみ 2.児童のノー トなど児童に任意 している｡3.冊子 4.その他 〔 〕

実施中

①実習に行くにあたり引率者として誰かついていましたか ?

1.進路指導担当の教師 2.生徒の担当の教師 3.保護者 4.その他 ( ) 5.ついていかなかった

②生徒が職場体験学習を行っている間先生方はどうされていますか?

1.生徒の派遣された事業所を巡回している｡2.学校で待機 している｡3.その他 〔 〕

③派遣先での指導に関しお知らせ ください｡

1.職場体験中での指導については派遣先に一任 している｡

2.学校で指導内容や体験内容を提示 している｡

3.職場体験学習のねらい程度は伝えている｡

4.その他 〔 〕
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実施後

①派遣された生徒に賃金や交通費は出ますか?

1.賃金のみ 2.交通費のみ 3.賃金と交通費ともにでる 4.出ない 5.その他 〔 〕

②職場体験学習の実施後に行 う生徒の学習活動についてお知らせください｡

1.事業所ごとに体験したこと感じたこと等に関する発表活動を行 う｡

2.個人で発表活動を行う｡ 3.何も行わない｡ 4.その他 〔 〕

③職場体験学習の実施後に行 う教師の指導について該当するものすべてに○をつけてください｡

1.オリエンテーションのみ 2.全体に対する仕事 ･職業に関する講話等

3.事業所ごとに対し指導を行う｡ 4.何も行っていない 5.その他 〔 〕

④実施後先生方は具体的にどのような指導を行っていますか?

1.講話のみ 2.ワークシー トや学習カー ドのみ 3.発表会などの表現活動を行 う

4.その他 〔内容 : 〕

⑤職場体験学習を通じて､生徒たちに変化はみられましたか?

1.大きく変わった 2.変わったと思う 3.どちらともいえない 4.ほとんど変わっていない

5.まったく変わっていない 6.その他 〔 〕

具体的な変化を教えて下さい｡〔 〕

⑥実習後日､生徒から事業所等に対して学習の報告等を行いましたか?

1.行った 〔内容 : 〕 2.行っていない

⑦派遣先-の対応として学校及び先生方はどのような対応されていますか?

1.実施前 ･後にあいさつ 2.実施後にのみあいさつ 3.実施後にアンケー トを行っている

4.その後 〔 〕
⑧今後､職場体験学習を続ける予定でありますか?

1.続ける予定である 2.続けない 3.未定である

Ⅳ :キャリア教育についてお伺いします｡

①文部科学省が提示しているキャリア教育の内容を知っていますか?

1.知っている 2.知らない

②キャリア教育を行う時間はどのような時間が適当と考えますか?

1.各教科 〔教科名 : 〕 2.特別活動 3.総合的な学習の時間 4.その他 〔 〕

③キャリア教育の意義は何だと考えますか?該当するものすべてに○をつけてください｡

1.｢働くこと｣-の関心 ･意欲を高める 2.学習意欲を向上させる

3.一人一人のキャリア発達-の支援 4.社会人 ･職業人としての資質や能力を高める

5.自立意識を高める 6.豊かな人間性を育成する 7.進路を選択する能力を育てる

8.生き方 ･将来の夢を考えるきっかけになる 9.自分の個性 ･能力-の気づきがある｡

10.地域社会の人々との交流ができる 11.その他 〔 〕

④キャリア教育の一環としての体験学習を将来的にどのように展開したいですか?

1.今後実施していく予定である｡ 2.今後も実施する予定はない｡ 3.わからない

4.その他 〔 〕


